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＜連絡事項＞

・日用品発注について、GOMが不在の時、決裁がなくても、どうしても必要な物品は庶務チームへ連絡するともらえます。

＜患者様連絡事項＞
・木村　誠様～血糖値の変動あり、本日も昼食前の血糖値413mg／dlの為、主治医へ報告し、食事は糖尿食18単位のまま、朝食前のインスリン（ノボラピット30ミックス注）3単位⇒4単位へ変更。夕食前のインスリンはそのまま３単位の指示あり。

・戸賀沢　潔様～本日、14:30療養環境変更の為、東Aユニットから西Bユニットへ転出となります。金銭管理、生活リズムの確立が必要となります。

・種本　福松様～自室にて臥床している事多く、両上肢のしびれの訴えは聞かれますが、過度の希死的発言、行動化はありません。日課は声掛け要しています。

本日、14:30療養環境変更の為、東Dユニットから西Aユニットへ転出となります。

・豊巻　大佑様～本日、午後、お母様の面会があり、本人・保護者共に退院要求されています。主治医の説得にも退院させたいとの事で明日、9:00に退院の許可出ています。退院後、外来時に予定していた心理検査等行っていく事になります。　初外来は、4月25日時間は未定→明日お母様へ確認してください。

・佐々木　尚子様～体温37.0℃台で解熱しない為、本日夕食後より、総合感冒薬継続、追加で合成抗菌剤それぞれ2日分処方となっています。安静保持できずホールにいる為、他者へうつる可能性がある事と安静を促していきましょう。

・中川原　義雄様～御家族が、今後について主治医との面談を希望しており、4月13日

10:00～東病棟診察室にて行います。御家族へ連絡してください。
＜隔離室入室患者様について＞

・野沢　英貴様～行動落ち着きなく、独語・ニヤツキ、高笑い続いています。時に、後頭部を　壁に叩きつける行為あり、介入要しています。夜間は、睡眠にばらつきあり、昨日は中途覚醒、早朝覚醒みられています。状態を見ながら落ち着いて過ごせるよう、自傷行為がある時は声掛けをし、介入しましょう。自傷行為が見られない時は、退室時間を設けていきましょう。

・豊巻　薫様～興奮は殆どないが、落ち着きなく嗜好品要求あり。夜間の睡眠も確保出来たり、夜間不眠などばらつきあり。異常体験に左右された発言もあります。舌の裏に薬を隠したりする事ある為、確実に服薬したか確認してください。

　　　　　　　また、興奮がない為、良いようであれば、隔離解除の方向で検討していきましょう。

＜西山　利美様のケースについて＞

◎4月4日、体温38℃後半で経過。痰がらみ著明、主治医診察にて酸素吸入5L指示あり、

施行するも酸素飽和濃度あがらず吸入量7Lに増量し、酸素飽和濃度85～93％となり、八

戸市民病院呼吸器科へ他科病院に転院になった。その様な症状に至るまでのケースについ

て振り返る。脱水・敗血症・肺炎だったとの事。

　・環境整備に不足があったため、感染し、敗血症までになったのではないか。

　・水分の促しが足りなかった。食事や水分が取れなくなった時にこまめに水分を促す事が出来ていなかったのではないか。

　・食事の管理・把握ができていなかった。

　・部屋が暑く、環境を最適にする事が出来なかった。

　・自分から訴えられない分、全身状態の十分な観察が必要だったが、できていなかった。

　

上記の反省をふまえ、現在でも自分からは訴えられない患者様がたくさんいます。患者様

一人一人を観察し、また、自分の関わり方はどうなのか、看護・ケアについて各自振り返

ってみましょう。

＜要注目患者様について＞

・和田　昌様～やや多弁に訴えあり、他者を過度にからかい、表情の硬さもみられることあります。時間外の喫煙要求など要求がエスカレートする事あり、一時的に興奮することもあります。口調の荒さも見られます。夜間は睡眠の不安定さあり、昨夜は1時間30分のみ休まれただけで後は不眠。

　　　　　　　本日の定期薬より増薬となっている為、看護としては、生活リズムの改善を促し、夜間の睡眠を観察と休める環境作り・声掛けをし、気分の観察をしていきましょう。他者とのトラブルにも注意して観察、必要時は介入していきましょう。













